
 ●
対
象 

昭
和
56
年
5
月
31
日

以
前
に
建
築
確
認
を
受
け
、
建
築

さ
れ
た
木
造
住
宅
で
、
現
在
居
住

し
て
い
る
建
築
物
。 

●
補
助
金
額 

耐
震
診
断
に
要
し

た
費
用
の
90
％
で
、
1
戸
あ
た
り

４
万
５
千
円
が
限
度 

●
平
成
23
年
度
に
30
件
の
補
助

予
定 

  

●
対
象
建
築
物 

昭
和
56
年
５

月
31
日
以
前
に
建
築
確
認
を
受

け
、
建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅
で
、

現
に
居
住
、
ま
た
は
居
住
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
、
耐
震
診
断
を
受

け
、
評
価
数
値
が
１
．
０
未
満
で

あ
る
も
の
。 

●
対
象
者 

補
助
対
象
建
築
物
の

所
有
者
で
、
直
近
の
所
得
合
計
が

１
２
０
０
万
円
未
満
の
方
。 

【
耐
震
診
断
】 

 

【
耐
震
改
修
】 

 

●
補
助
金
額 

１
件
あ
た
り
40

万
円
の
定
額
補
助
。 

低
所
得
者
は
、
60
万
円
の
定
額
補

助
。 

 

＊
低
所
得
者
と
は
、
公
営
住
宅
法

施
行
令
に
規
定
す
る
収
入
分
位

40
％
以
下
（
21
万
４
０
０
０
円
／

月
）
の
方 

●
23
年
度
に
５
件
の
補
助
予
定 

 

詳
し
く
は
、
日
本
共
産
党
市
会
議

員
団
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 

 

 

平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
、
交

野
市
民
で
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
へ
の
「
入
所
の
必
要
性
が
高
い
、

入
所
希
望
者
」（
要
介
護
３
以
上
の

介
護
認
定
の
方
）
は
、
79
人
に
の

ぼ
っ
て
い
ま
す
。
施
設
に
入
所
申

込
み
を
し
て
も
「
な
か
な
か
入
れ

な
い
」
状
況
が
つ
づ
い
て
お
り
、

家
庭
で
介
護
を
行
っ
て
い
る
方
は

大
変
な
思
い
を
し
て
い
ま
す
。
介

護
保
険
制
度
が
あ
り
な
が
ら
、
入

所
で
き
な
い
状
況
が
つ
づ
い
て
い

ま
す
。 

 

第
４
次
介
護
保
険
事
業
計
画

（
平
成
21
年
～
23
年
度
）
で
計
画

さ
れ
て
い
た
入
所
施
設
の
建
設
が

す
す
ん
で
き
て
い
ま
す
。 

 

認
知
症
対
応
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
が
、
今
年
度
中
に
21
床
の
建
設

が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
市
内
在
住

で
要
支
援
２
以
上
の
方
が
入
所
対

象
と
な
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
市
は
６
月
末
ま
で
に
、

地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設

（
小
規
模
特
養
、
１
か
所
、
29
床
）

の
事
業
者
選
定
を
お
こ
な
い
ま

す
。 

 

こ
れ
で
も
、
ま
だ
入
所
施
設
が

丌
足
し
て
い
ま
す
。
日
本
共
産
党

は
、
来
年
度
か
ら
始
ま
る
第
５
期

介
護
保
険
事
業
計
画
に
、
さ
ら
な

る
入
所
施
設
の
建
設
計
画
を
求
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

 

①安心安全なまちづくりについて 

●交野市地域防災計画の見直しについて 

●民間木造住宅の耐震改修助成について 

●公共施設の耐震改修について 

●消防力の強化について 

●急傾斜地対策について 

●災害時の備蓄品について 

●災害時の要援護者の支援について 

●星田駅周辺の整備について 

●郡津駅地下道の改善について 

②環境について 

●自然エネルギーの普及について 

③医療について 

●産婦人科医療機関の開設について 

④教育行政について 

●交通専従員廃止後の取り組みについて 

⑤福祉について 

●ゆうゆうバスについて 


